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第 3回 牧の台小地域 地域別懇談会の概要 

日  時：平成 23年 10月 20日（木） 

午後 10時～12時 

場  所：第 1自治会館 

参加人数：21名 
 

 
1 グループワーク 
本日は、第 2 回目で検討した「ありたい姿」の実現にむけて、「どういう取組みをしていくべき

か」、また「その主体は誰なのか」について意見交換を行った。 
その後、「地域のありたい姿」を総称するもの、またその実現にむけた活動の方針などを表すも

のとして「キャッチフレーズ」を作成した。 
 

《A班》金子さん、小泉さん、松井さん、山下さん、東浦さん、尾崎さん、八木下さん 

【ありたい姿】 

テーマ ありたい姿 取組み 

まちの魅力

をあげて、自

慢できるま

ち 

発信できるまち 
・ 住みたい、来たいまち 

・ 全国的に有名なまち(ゆるキャラ) 

・ カブトムシとりや、料理のつまづく

りなど収益があるような活動 

・ 川西市の各地域でゆるキャラを

作成し、年 1回きんたくんを議長
にサミットを行う 

・ 太陽光発電を推進し、大和が独自

で電力を賄うことで、有名にする 
きれいなま

ち 

ゆとりあるまち 
・ 住宅地が静か 

・ 「ポイ捨て」のないきれいなまち 

・ 池を利用して、釣り、ボートなど、

３世代でのんびりできる場所とした

い 

・ 緑豊かな公園があるまち 

・ 大和周辺部の緑地帯が整備された自

然と共生するまち 

・ 自分の家の掃除をするとき、もう

少しだけ周辺も清掃する(まちが
きれいになればポイ捨てをしに

くくなる) 
・ 月 1回公園、みはらし緑地帯の清
掃デーを設ける 

・ 「たばこ」エチケットを住民が守

るまち 

自立的な行

動ができる

まち 

でかけやすいまち 
・ 買い物がしやすい商店の整ったまち 

・ 自立的に行動が出来るまち 

・ バスの運行のあるまち 

・ コミュニティバスを走らせる 
・ 商店を集合して、建物を集約する

(あるいは、商店街をつくる) 
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テーマ ありたい姿 取組み 

地域の世代

間のつなが

り 

・ 地域のつながりがあり、大人も子ど

もも楽しめるまち 

・ 誰もが明るく挨拶 

・ 向う三軒両隣が仲の良いまち 

・ 高齢者の一人暮らしが安心出来るま

ち 

・ 最後まで面倒を見てもらえるまち 

・ 色々なイベントで交流の図れるまち 

・ 高齢者、障がい者、子どもに、やさ

しいまち 

・ 未就園児のふれあい 

・ 子どもを安心して家から外に送り出

せるまち 

・ 安全なまち 

・ 出会いのあるまち 

・ 挨拶ではなく、声掛け運動をする 
・ 自治会役員、福祉委員会役員を若

い人がやる 
・ 民生委員として今迄以上に見守

り強化する 
・ 地域活動に若い人を当て込む分

野を作る 
 

そのほかの

意見 

お互い様と言えるまち 
・ 思いやりがあり、年をとってからも

安心して楽に暮らせるまち 

・ 地域で助け合い 

・ 子どもを叱ってくれる 

・ 子育てしやすい 

・ 子どもを全体で育み、教育、子育て

のしやすいまち 

・ 空地が少ないまち 

・ 井戸端会議 
・ 福祉委員会の小地域活動の回数

を増やし、参加を呼びかける 
・ 子ども会で空き地を借りて、野菜

をつくる 

 
【決まったキャッチフレーズ】 

ゆるキャラが棲むまち 牧の台 

   
ゆるキャラたち（案） 
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《B班》八田さん、西山さん、播野さん、久原さん、大久保さん、井口さん、佐野さん 

【ありたい姿】 

テーマ ありたい姿 取組み 

高齢者が暮らしやすい

まち 

高齢者が生きがいを持って、元気で長生
きできるまち 
・ 元気なお年寄りがいる 

・ 地域福祉活動が充実したまち 

・ 高齢者が買い物しやすい便利なま

ち 

・ イベントで交流機会をつ

くる 
・ お年寄りの昔の体験談

を、子ども達に話す機会

をつくる 
・ 集える場所(スペース)の
確保 

・ 健康づくりをかねてウォ

ーキング(散歩)をする 
子育てしやすいまち 子どもが健やかに育ち、若い世代が暮ら

すまち 
・ 若い世代の人が住み着くまち 

・ 大きいアスレチックがあるまち 

・ 子どもを健康に育てるまち 

・ 元気であいさつする子ども 

・ 大人からも積極的に挨拶

をする 

地域の交流を活性化 世代を超えて助け合えるまち 
・ 世代間の交流が多いまち 

・ 子どもからお年寄りに温かい地域 

・ 地域の人が、地域内で買い物をして

くれる地産地消のまち 

・ 笑顔が多いまち 

・ 近隣地域との相互交流 

・ 大和チケットを活用したまち 

・ 挨拶をする 
・ 地域のリーダーをつくる 
・ 空家を活用し、地域サロ

ンを作る 
 

 

豊かな自然 自然と公園を守り、安らぎのあるまち 
・ 安全、安心 

・ 自然(緑)が多い 

・ 初谷川の清流と笹部の棚田が残る

まち 

・ 公園の整備がきちんとできている

まち 

・ 美しくきれいな地域 

・ 目につくゴミを拾う 
・ 大和清掃デーに参加する 
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テーマ ありたい姿 取組み 

にぎわうまち 暮らしと経済のバランスが取れ、魅力の
あふれるまち 
・ 駅前においしい飲食店があるまち 

・ 地域の行事に子どもから大人まで

来るまち 

・ バスが便利なまち 

・ ほかの街からも人が集まるまち 

・ イベント等に参加する人

は、一人でも誘い合わせ

て行く 

 
【決まったキャッチフレーズ】 

時空を超えるロマンと輝き 成長する街 

 

 
 

《C班》井芹さん、井関さん、堀部さん、土肥さん、兼定さん、大西さん、加田さん 

【ありたい姿】 

ありたい姿 取組み 

三世代で明るくコミュニケーションがとれ
るまち 
・ 老いも若いも子ども達も一緒 

・ 子ども達にやさしいまちは、年寄りに

もやさしい 

・ 地域活動の連携、協力し合える 

・ 人と人とでつなぐ向こう三軒両隣の小

さな組織を 

・ 四季を通じてイベントを開催 

・ イベント交流(盆踊りの継続、人材、材

料の確認) 

・ 地域の人的交流としての、三世代交流

行事の拡大 

・ 地域の情報を住民が共有する 

・ 自治会の四大行事の継続、人材の育成 

・ 困ったときに相談できる 
・ まちづくり協議会の組織の充実と強化 

・ まちの相談室を作る 
・ 三十代が参加をして、楽しめるイベントをす

る 
・ 向こう三軒両隣の話し合い 
・ 井戸端会議の奨励 
・ 子ども達に注意する怖い大人も必要 
・ 笑顔で挨拶をしよう 
・ 気軽に声掛け 
・ 道であった時に、挨拶や声掛け 
・ 自治会の組織を、向き合った家同士で向こう

三軒両隣のグループに 
・ 世代を超えて気軽に集える場所作りや、イベ

ント企画を進める 
・ 世代交流の公園会、ハイキング会、忘年会、

キャンピングを行う 
・ 三世代が交流できるイベントを増やす 
・ 交流イベント継続のために人材作りや、育成 
・ 近くで集まれる場所 
・ 子どもの集まる場所の提供 
・ 猪、鹿がでると見物の情報を流す 
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ありたい姿 取組み 

みんなで安全・安心をつくっていけるまち 
・ 安全・安心なまちづくり 

・ 循環バスの本数を増やすことで、人の

交流が増加 

・ 災害に対応できるシステム(大和地区

防災計画書) 

・ 学校登下校時の見守り(自治会安全部

防犯協会の充実) 

・ 安全・安心な街としてＰＲ資料を携え

る 

・ 夜間の街灯が暗いので、必要数を設置

すべき 

・ 空き家、空き地の利用に関して行政と

の連携を取る 

・ 隣近所が留守にするとき、家を空けるときは

積極的に知らせる 
・ 早朝、夜間の散歩者同士が気軽に挨拶できる

ようにする 
・ 大和地域防災計画書を各戸に配布して、安全

安心を 
・ 道路標識、カーブミラーを配置し、守る 
・ 安全情報の共有 
・ 空き地を利用し、駐車場にする 
・ 公園のトイレを洋式にする 
・ 一人一人の防犯、防災意識を高める、再確認

する 

何歳になっても暮らしていけるまち 
・ ユニバーサルシティ(身体が悪くても

出かけられる) 

・ 認知症になっても住めるまち(徘徊Ｓ

ＯＳネットワーク) 

・ 高齢化社会でこれから必要となる後見

人制度の確立 

・ 若い人の受け入れを積極的に取り組む 
・ 認知症徘徊防止 SOSネットワークの確立 
・ ボランティアのお手伝いが必要 
・ 1人 1人が高齢社会、認知症についての知識を
高める 

・ 身体が悪くなった時の受け入れ場所が近くに

欲しい 
・ 丁目毎に地域で見守るネットワークをつくる 
・ 以前実験したオンデマンドバスの導入と活用

を 
交通マナーが守れるまち 
・ 不法駐車、路上駐車がないまち 

・ 交差点でのＳＴＯＰ実施 

・ 大和団地周辺の街の整備をきっちりと

行政にお願いする 

・ 十字路の出会い頭事故防止に、カーブ

ミラーの設置 

・ 自転車のマナーを守る 

・ 幼稚園、小学校の頃から、交通マナーを教え

る(大人になってからでは遅い) 
・ 地域の交通ルールの厳守(信号、一時停止) 
 

子育て支援がつながっていくまち 
・ 教育環境が整っている 

・ お年寄りを始め、若いお母さんを支え

る場が必要 

・ 子どもは地域の宝 

・ 安心して子育てができるよう、相談で

きる場所がある 
・ 先輩ママから、後輩ママへ子育て支援

のリレーができるまち 

・ ふれあい広場の設置(大和第 2自治会館、年寄
りと若いミセスの交流) 

・ 子育てシステムの構築(今あるグループの提
携) 

・ 地域で子育てに役立つ情報の共有 
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ありたい姿 取組み 

地域で買い物を 
・ 商店街の活性化に、商店会と住民との

話し合いを行う 

・ 駅前周辺の再開発と整備 

・ ご用聞きが、見直されている 
・ 商店街活性化に積極的に取組む 

・ 緑がいっぱいのまちづくり 

・ 虫取りができる環境 

・ 犬猫のマナーの徹底 

・ ゴミゼロのきれいなまち 

・ 各丁公園に、誰でもが利用できる屋根

付きの施設と、トイレをおく 

・ 公園の整備と景観の保護 

－ 

 

【決まったキャッチフレーズ】 

ふる里大和 

～ 夢と元気のバトンをつなぐ いきいきリレー for the future！！ ～ 
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2 各班の発表概要 
●A班 

・ キャッチフレーズは、「ゆるキャラが棲むまち牧の

台」にした。それぞれのまちでキャラクターをつ

くり、街灯などにプリントして、若い世代の人に

も親しみやすいまちをめざしていきたい。 
 
 
●B班 

・ キャッチフレーズは、「時空を超えるロマンと輝き 
成長する街」、とした。高齢化もポジティブに捉え

ると、人生の物語にロマンを感じさせるような人

が増えるということ。これを、世代間で交流して

引出し、若い人に伝えていきたい。 
 

 

●C班 

・ 「ふる里大和 夢と元気のバトンをつなぐいきい

きリレー for the future！！」というキャッチフ
レーズにした。将来、この地に大きなものを建て

るためには、しっかりした土台を我々の世代がつ

くっておく必要がある。 
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課題を解決する取組みについてのワーク 

後半は、「地域のありたい姿」を実現するための、具体的な取組みを考えた。 
参加者の関心に沿って取組みを考えるテーマを設定し、席替えを行った。 

《A班》 テーマ：地域全体でのイベント 

小泉さん、松井さん、東浦さん、八木下さん、堀部さん、土肥さん、八田さん、播野さん 

演劇やソーランを踊る祭りなどを地域ですれば、みんな関心を持って参加すると思う。その時の

実施部隊は、青年部などの若い人に手伝ってもらえれば。こういうことが重なって、あいさつなど

もできる地域になっていくと思う。 

テーマ 内 容 

地域全体でイベント アイデア 

・ 各世代が入り交ったエンターテイメント、演劇等 
・ ソーラン祭り 
・ 尾市さんのミュージカルに参加 
・ 公園を活用したイベントの開催 
・ 世代をこえて気軽に集える場所づくり、イベント企画 
・ 丁内で青年部を立ち上げる 
その時のポイント 

・ 組織を明確に(テーマ、会場整備、清掃、企画) 
その他 ・ ロハスフェスタ(手作りマーケット、手作りのおもちゃ) 

・ あいさつ運動 

 

《B班》 テーマ：各丁単位の世代を超えた活動 

西山さん、久原さん、大久保さん、井口さん、佐野さん、山下さん、尾崎さん 

若い人は忙しいと思うが、子どもに企画を任せるような行事をすることで、親子で関わってくれ

るようになると思う。それに高齢者が参加すると、世代間交流が生まれる。また、各丁の公園を利

用することで、小さな公園も管理が行き届くようになると思う。 

テーマ 内 容 

各丁単位での世代を

超えた活動 
・ 小規模単位でのイベント企画 

・ 子どもによる企画開催（高齢者対象、PTA･子ども会･青少年関係担

当） 

・ 若いお父さんを巻き込める 

・ 公園などを利用すると公園もきれいになる 

・ 今後は空家利用なども検討したらどうか 

 

《C班》 テーマ：環境・利便性 

井芹さん、井関さん、兼定さん、大西さん、加田さん、金子さん 

乗合の仕組みを考えた。坂道を、重たそうな荷物を持って上ってくる人を多く見かけるため。出
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かける人に声をかけると、どこまで送らないといけないのか分からずこちらも不安なので、家に帰

る途中の人に声をかけるのがいいと思う。 

テーマ 内 容 

乗合お助けマーク ・ 空車で走っているとき、荷物を持った人に声を掛けて送る 
・ 坂道を上る人を助ける 
・ 乗り合い OKの意思表示をした黄色い旗を車につける 
・ 行き先によって旗の色を変える(東-赤、西-青、南-白、北-緑) 
・ 大和内に限る方がいい 
・ タクシーと競合しないようにする 
・ 大和チケットを活用する 

その他 ・ 高齢者の買物に便利な商店会の活用 

・ 商店の活性化(業者の誘致、コンビニ、市場、リサイクル店、八百

屋、魚屋) 

・ 店のトイレを利用させてあげる 

・ 各店にベンチ設置 

・ 買物をすると楽しいポイントやおまけ 

・ ご用聞きボランティア 

・ 認知症になっても住めるまち(買物も優しく支援してくれる店) 

・ 配達時などのまち見守り 

・ 家に居て、買物ができるような環境 

・ 歩道が花で囲まれている 

・ 公園トイレの洋式化 

・ 地区内医療の充実(各委員の連携と協力) 

・ 身近な医療の誘致(歯科、内科、小児科) 

・ 主幹線道路にエスカレーターが走る 

・ 駅前開発、コープに対抗できる商店街を(駅前に車輌乗り入れ禁止) 

・ バスの便の改善(停留所、時間) 

 
 
3 おわりに 
最後に、市：本荘総合政策部長よりひとこと。 

・ 本日決めていただいたキャッチフレーズは、今年度中に一つにまとめる作業を行い、また

地域の方にご確認いただく予定にしている。 

・ 今日は、具体的な取り組みの入り口になるような話し合いが行われた。今からでも取り組

めるものもあるので、より具体化していってもらえれば。 

 


